

















































































































































































































































































































企　業　名 従業員人数 エキスパ－ト人数 比率（％） 統計年度
新日鉄 58,186 15,740 27.1 1989
君津製鉄所 7,301 1,748 23.9 1986
浦項製鉄所（韓） 13,000 3,000 23.1 1989
テ－セン（独） 33,500 8,700 26.0 1989












































































































































学 歴 技術員 技師補 技師 高級技師
博 士 3
修 士 3 5
大学院・学士２ 0.5 4 5
学 士 1 4 5
単 科 大 学 3 4 8




































































1990 5471 0.23 57.2 2375 5754.71
1991 13225 0.51 76.8 5090 15006.10
1992 19790 0.77 77.3 7981 15538.92


























































生　産 技　術 人　事 設　備 安　全
作業長 ○ ○ ○ ○ ○













































































































































































































































































































製　　鉄 83 31.7 40.2 28.1 13.4
製　　鋼 104 10.1 45.5 44.4 10.1
分塊圧延 38 14.7 52.9 32.4 3.0
鋼　　管 90 4.7 56.2 39.1 14.0
圧　　延 56 32.0 34.0 34.0 6.0
冷　　延 75 11.8 50.0 38.2 7.9
合　　計 446 17.1 46.2 36.8 11.3
出典： 張俊傑等編著『宝鋼的基層管理』(宝山製鉄所の基層管理)中国人民大学出版社・冶金工業出版社、
1993年９月、32ページ、表２－３｢生産廠作用長配置分析表｣より作成。
宝山製鉄所の経営管理の転換
─ 73 ─
　ところが､宝山製鉄所はブル－カラ－だけ
ではなく、大卒も作業長として採用している。
表１－６は同製鉄所のライン部門における作
業長に関するジ－タ－であるが､作業長合計
446名の内、大卒は76名もいる。ここでいう
大卒とは、一部は一般大学工学部卒業生であ
り、一部は就職後通信教育や社内教育を通じ
て大学教育を受けた者のことを指す。一般大
学工学部卒業生の作業長採用は、何を意味し
ているか。文革後の中国では、大学工学部卒
業生は入社後技術や生産部門に配属されるの
が普通である。生産部門に配属された彼らも、
やはり技術担当つまり技術者である。宝山製
鉄所も例外ではない。技術者の彼らは、日本
の企業同様、普通は本社の生産部門の役職に
昇格する。ところが、宝山製鉄所は作業長制
度を新日鉄から導入する際、ブル－カラ－と
ホワイトカラ－の境界線をなくし、ホワイト
カラ－を作業長に採用する制度を設けた。生
産現場で技術担当の平社員である彼らにとっ
て、一管理職の作業長に任命されることは昇
格であるという意味を新たに賦与した。宝山
製鉄所は、エリ－ト社員でもある技術者を作
業長として採用することによって、より現場
管理重視の姿勢を示したわけである。
　ここで見逃してならないのは、中国ではブ
ル－カラ－とホワイトカラ－の境界線はある
ものの、日本よりはその境界線がはっきりし
ていない点である。もともと中国の企業では、
ホワイトカラ－よりもブル－カラ－の方が優
遇され昇進も早かった37。特に、1966年から
1976年まですなわち文革時代では、前述のよ
うにブル－カラ－が圧倒的に強かった。文革
後、このような傾向を是正するため、中国政
府は「インテリも労働者階級の一員である」
と大々的に宣伝した。こういった事情も、宝
山製鉄所をホワイトカラ－の作業長としての
採用をしやすくした要因である。
　表１－６が示すように、実際宝山製鉄所の
ライン部門の作業長を見ても、大卒が17％も
占めている。専門学校卒を合わせると63.2％、
作業長の学歴はかなり高い。
37 筆者は中国の企業と中央官庁での勤務を通じ
て、多くの企業のトップなどに接触したことが
あるが、筆者が知っている限りでは､1980年代
の中頃まで、総経理(社長)や工場長以下各クラ
スの幹部はホワイトカラ－よりブルーカラー出
身の者の方が多かった。この現象はかなりの普
遍性があると見てよい。その証拠に、1981年に、
中国共産党副主席陳雲は、｢文革時インテリは
『９番目の鼻つまみ者』と見做された。この見
方はすでに批判されたが、党のインテリの中で
幹部を選抜するという政策はまだまだ実現には
程遠い。｣と指摘した。また、1982年に中国共
産党中央委員会、国務院は、国営工業企業にお
いて全面的な粛正を実施する一環として､｢技術
が分かる優秀な中年・青年幹部の指導者ポスト
への選抜｣を重要課題としてあげた。ここでい
う｢技術が分かる｣幹部とは、技術者を指す。陳
雲｢提抜培養中青年幹部是当務之急｣(中年・青年
幹部の選抜・育成は当面の急務である)『十一届
三中全会以来重要文献』(11回３中全会以来の重
要文献)人民出版社、1983年、151ページ。中国
共産党中央委員会・国務院｢国営工業企業にお
いて全面的な粛正を実施することに関する決定
｣『十一届三中全会以来重要文献』人民出版社、
1983年、233 ～ 234ページ。

